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  （中略） 







































































































































我々は、もっと calm, cool であらねばならない。 
尤も、憎む能力自体は健康である。それは思考能力本来のもつものである。 
私がここで強調したいのは、我々は、苦痛を伴う内にある自己分析を行うことで、事態
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れた救済者 saved savior, salvator salvatus」のいい例でもある。（「第二章 １１ 傷つい
た治療者」で後述する。） 
 














































 ズルワーン Zurvan(Zrwan)の同じ子宮から、善の息子であるオフルマズド Ohrmazd と
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「Adolf Guggenbühl-Craig, FROM THE WRONG SIDE, a paradoxical approach to 
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性で、ツルヴァン・アカラーナ Zrvan Akarana という黄道の蛇を巻きつけている。それは
「果てしなく長い期間」を意味する。このように蛇が時間経過の象徴であることを示す証
拠は豊富にある。”⋆⁵ 
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最後に、⑤一なる宇宙 unus mundus、について。 
ユングは次のように述べている： 
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５）一なる宇宙 unus mundus、について。 
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（６）ユング 池田紘一訳 結合の神秘Ⅱ、人文書院、2000, p362 
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 “The One is All, and the All is One. The All is in All.”とは、このことである。 
啓示の目でみたならば、「有力」関係ではなく、“構成要素”に着目することになり、それ
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and Reznikoff 1960 : Hobbs 1962 他)。 
精神分析（あるいは分析心理学）志向的な臨床家は二種類の違ったタイプの洞察を区別
して用いている。すなわち、知的な洞察と情緒的（情動的）な洞察である(Martin 1952 : 
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症例２ 男 32歳 銀行員 
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“インドの女神カーリ kāli は、時間を意味する kāla の女性形を意味する言葉であり、
活性化された力(shakti)を表わした。ゆえあって、Hermann Güntert は、kāla という言葉
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わゆる「無為」Wu Wei）。ただ、物事が生じてくるままにしておいたのであった。呂祖師 der 
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（１）ユング 入江良平他訳 夢分析Ⅱ、人文書院、2002, p449 










































（１）河合隼雄 ユング心理学と仏教、岩波書店、1995, p195 
（２）（１）と同書。Ibid. p194 






  －悩みはある意味では人生に必要です。⋆⁴ 
  －症状はある意味では人生に必要です。 
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          図  小沢俊夫による異類婚譚の図式⋆⁵ 
   (Kawai, H. The Japanese Psyche, Spring Publication, Inc., 1996, p119) 
 


















































































































































































































































（１２）エランベルジェ 中井久夫他訳 「創造の病い」という概念、岩波講座 精神の
























（５）Kawai, H.  The Japanese Psyche, Spring Publications, Inc., p119 
（６）（１）と同書。Ibid. pp.193-195 
（７）（１）と同書。Ibid. pp.199-201 






（１０）Suzuki, Y. Japanese Ways of Psychotherapy, 佛教大学教育学部論集、第 22号、
2011, pp35-48 
（１１）（９）と同じく、一般的傾向を述べているにすぎないことをご寛恕願いたい。 
（１２）エランベルジェ 中井久夫他訳 「創造の病い」という概念、岩波講座 精神の
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（１３）河合隼雄 宗教と科学 河合隼雄著作集 第１１巻、岩波書店, 1994, p50 
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 それは無意識の世界がもつ、変容する transform するプロセスの迫力とでもいうべきも
のであり、本物の感動がそこにはある。我々が予め予期した通りのものではなく、人知を
超えた何か大いなるもの Something Great を感じさせるものであり、事例の個別性を踏ま
えた上で「自己（セルフ）」へ至ろうとする、個性化のプロセスのもつ本物性 authenticity
であると言えよう。 
 ユングによると、宗教 religionとは、ラテン語で“re-ligio 再び結びつける”という
意味であり、古い昔の記憶を思い出すことである。 
 Anamnesis(と awaking)であることは第一部で上述した。 
 














































































































































































































































































































（４）Horwitz, L. Workshop in Osaka, Japan. 2001 
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   事例 二 
夢分析と描画療法を併用して、欝病より回復した３０歳代女性 
   ～描画でたどる癒しの過程～ 
 
 









ミング、布置は、偶然の一致である以上の何か Something Great なものに導かれていると
感じざるを得ない。 











く現れ、事例は Segantini 作の“母”を模写したりしている。 
 事例は東山魁夷の影響を受けて、北欧風の風景（静かな森や湖、一匹の白馬）を好んで
よく描いている。この意味で、アンデルセン童話や北欧の心象風景との近似性があり、そ





（１）東山魁夷 風景との対話、新潮選書、1967, p268 
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  a)“プロセス”と“できあがったもの”について 
  b)文字通りの“できあがったもの”について 
（３）討論： 
  a)なぜ小さいコピーを持参するのか？ 
  b)画材について 
  c)なぜＥの絵は縦書きなのか？ 
  d)なぜＥは“青色”や“緑色”が好きなのか？ 
  e)数の象徴性について 
  f)なぜＥはアンデルセン童話が好きなのか？ 
  g)空間の象徴性について 



































































































































































      プラスの面：              マイナスの面： 
       内向的                現実性の喪失 
      意味のある秩序           冷たい、硬直した秩序 
      精神性(霊性)            とりつかれた精神性 
      受容力、感受性            強迫的な受け入れ     “ 
 
     
（１３）Abt, T. Introduction to Picture Interpretation According to C.G.Jung, Zürich: 

































    左上：精神性、父なるもの     右上：発達 
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    事例 三   
   抑鬱を主訴に来談された中年女性の箱庭療法におけるイニシエーション過程 
    ～出会いと別れ、そして再出発～ 
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   事例 四 
  不登校を機に事例化した１４歳の統合失調症のケース 











































































































（２）山中康裕 心理臨床と表現療法、金剛出版、1999, p44 
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  事例 五 
 回復しナラティヴに自らを振り返った境界性人格障害のケース 
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